
３ 図書館 

 

（１）今後充実していく主な取組 

① 小学生向けの参加型事業の実施 

  ・図書館利用のきっかけづくりとなるような企画や、子どもたちが本の魅力や読

書の楽しさを共感し合える企画を行うことで継続した読書につなげます。 

   

② 家庭における読書啓発 

  ・子どもと保護者等が、一緒に読書の楽しさを共有する企画を実施します。 

  

③ 電子書籍サービスの充実 

・「西東京市子ども電子図書館」サービスにより電子書籍の提供を進めます。電

子書籍の収集にあたっては紙の本とのバランスに留意し、子どもが電子書籍を活

用できる環境を整えます。提供の方向性について、社会情勢の変化を鑑みながら

検討を重ねていきます。 

・小学校への出前講座「まちなか先生」等を要望に応じて実施し、利用方法を

分かりやすく周知するきっかけを作ります。 

 

（２）前計画に引き続き推進していく主な取組 

① 魅力ある書架づくりと提供方法の工夫  

  ・「西東京市図書館資料収集基準」に基づき、様々な興味に応えられる資料を収

集し、新鮮で魅力ある書架づくりを行います。また、展示を充実させ、子どもた

ちの読書のきっかけを作ります。子どもが図書館司書に読書相談しやすい案内や

工夫を行います。 

 

② 図書館利用に困難がある子どもへの支援の充実 

  ・特別な支援を必要とする子どもには、ハンディキャップサービス担当職員と協

力し、点字図書やマルチメディアデイジー図書、大活字本、ＬＬブック等を収集

して提供します。提供にあたっては、ハンディキャップサービス資料を集めた書

架「いろいろな読書コーナー」やハンディキャップサービスの利用案内を活用

し、必要とする子どもやその保護者に届くような広報や情報提供に努めます。 

・小学校への出前講座「まちなか先生」を要望に応じて実施し、ハンディキャッ

プサービスを広く周知するきっかけを作ります。 

・日本語を母語としない子どもたちとその保護者には、多文化サービス担当職員

と協力し、外国語資料等を収集して提供します。やさしい日本語による情報提供

を行うとともに、多文化おはなし会や文化交流イベントを実施します。 



 

③ 「いいね！！西東京市図書館おすすめ（セレクト）本」の提供 

・図書館資料の有効活用のため、図書館で小学生向けに作成した「夏休みすい

せん図書」掲載の本をまとめた「いいね！！西東京市図書館おすすめ（セレク

ト）本」を小学校・中学校に貸出します。  

 

④ 図書館の活用方法を伝える事業や図書館利用のきっかけになる事業の実施 

  ・図書館の資料の並び方や探し方等、図書館の活用方法を伝える企画を実施しま

す。また、毎年夏休みに実施している「一日図書館員※1」や、冬休み時期に実施

している「バックヤードツアー」等、図書館利用のきっかけになる事業の実施に

取り組みます。 

 

⑤ 児童の受け入れ 

  ・小学校の要請に応じ、図書館の見学、「図書館の時間※2」、「町たんけん※3」

等の事業を実施しています。児童が図書館を知り、身近に感じる体験により自主

的に図書館を利用したいと思える環境づくりを進めます。 

 

⑥ 発行物による本の情報提供や図書館ホームページでの情報提供 

  ・「すいせん図書」「ドキドキわくわく あたらしい本」※4「ドキドキわくわく 

１ねんせい」※5「で・あ・い」「で・あ・い２」※6を発行し、子どもたちに本の

情報を提供していきます。 

 

※1 一日図書館員 

図書館利用の推進を図ることを目的として実施する図書館事業の一つ。毎年、夏休みに小学４年生か

ら中学３年生までの子どもたちを対象にカウンター業務をはじめ、本のカバーかけなど図書館の仕事を

体験してもらう。 

※2 図書館の時間 

市内の保育園・幼稚園・小学校等の園児、児童が図書館に出かけ、図書館職員から利用の仕方を聞い

たり読み聞かせをしてもらったりして図書館に親しむ取組。貸出しなどをすることもある。 

※3 町たんけん 

小学２年生が生活科学習において、市内を巡って体験したことを児童同士で話し合ってまとめ、発表

する授業のこと。 

※4 「ドキドキわくわく あたらしい本」 

新刊を絵本・低学年・中学年・高学年以上の対象に分け、図書館の児童サービス担当司書が選定し２

冊ずつ紹介した、隔月で発行しているリーフレット。 

※5 「ドキドキわくわく １ねんせい」 

図書館の児童サービス担当司書が選定した小学１年生におすすめ本の紹介と図書館利用案内を掲載し

た冊子。市立小学１年生の全児童に配布している。 

※6 「で・あ・い」「で・あ・い２」 

「夏休みすいせん図書」（※２）をはじめとし、これまで発行してきた本のリストを基に、図書館の

児童サービス担当司書が選書し作成した小学生向けの本のリスト。「で・あ・い」では合計 270 冊紹介

している。（平成 24年２月発行）続編の「で・あ・い２」（令和５年３月発行）では合計 198 冊紹介し

ている。 



・図書館ホームページを活用し、情報発信の充実に努めます。小学生向けの本の

情報や選書に役立つリスト、行事等の案内、「西東京市子ども読書活動推進計

画」についてのお知らせ等、様々な情報を掲載します。  

 

⑦ ボランティアとの連携 

  ・子どもの読書活動に関わるボランティアの読み聞かせ等の質の向上を目指し、

講座等を実施します。また、活動に必要な情報を提供します。  

・学校で読み聞かせを行うボランティアについて、活動状況を把握し、必要に応

じて支援します。 

・おはなし会の充実を図るため、児童サービス担当司書とおはなし会に関わるボ

ランティアとの合同会議を実施します。また、おはなし会ボランティアについて

は「フォローアップ研修」を実施し、質の向上を目指します。 

 

⑧ 司書の派遣 

  ・読書活動振興を目的に、要望に応じて小学校、児童館・児童センターや放課後

子供教室等子どものいる場所へ司書を派遣します。 

・子どもの読書に関わるサークルや団体の要請に応じ、児童サービス担当司書を

派遣します。 

 

⑨ 学校図書館への協力と連携 

・小学校への除籍資料の配布を継続して行い、資料の有効活用と地域における

子どもの読書環境の充実を図ります。 

・団体貸出の利用促進と迅速な資料提供を進めます。 

・小学校での学習内容の変化に対応した資料を収集し、提供します。 

・学校司書連絡会等へ児童サービス担当司書を派遣し、情報共有と連携に努め

ます。 

・教員や学校司書を対象に、選書の参考となる本の情報提供を行います。 

 

⑩ 関係諸機関への協力と連携 

・児童館・児童センター、学童クラブ等への除籍資料の配布を継続して行い、

資料の有効活用と地域における子どもの読書環境の充実を図ります。 

 

⑪ 子どもの読書活動推進に関する企画の実施 

  ・子どもの読書活動を推進する講演会及び講座を実施する際は、市民団体等と連

携した事業の実施に努めます。 

 



⑫ 児童サービス担当司書の研修の充実  

  ・児童サービス担当司書が子どもの読書活動を十分に推進できるよう、積極的に

研修に参加し読書相談や読書活動に必要とされる知識を習得し、専門性の向上に

努めます。 

・児童サービス担当司書が、参加した研修内容を共有することで担当全体のレベ

ルアップを図ります。 

 


